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本
市
長
は
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス

　
　
関
係
団
体
や
文
化
庁
、外

務
省
な
ど
を
訪
問
し
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
９
日
は
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
関
係

６
団
体
を
訪
問
し
、日
本
財
団
へ

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
渡

し
ま
し
た
。各
団
体
か
ら
は
、「
大

村
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」の
経
営
努
力

を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、市

長
は
、Ｓ
Ｇ
レ
ー
ス
の
３
年
連
続

開
催
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、黒
丸
踊
り
の
国
指
定
に

つ
い
て
の
要
望
や
駅
前
再
開
発
に

関
す
る
協
議
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。

5/9～11
松
本
市
長
が
上
京
し

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た

松

　
　
村
市
の
幹
線
道
路
の
整
備

　
　
促
進
を
図
る
た
め
、市
や

商
工
会
議
所
な
ど
12
団
体
で
組

織
す
る「
国
道
34
号
等
大
村
市

内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成

会
」の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、国
道
34
号
の
国

立
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か

ら
久
原
２
丁
目
交
差
点
付
近
ま

で
の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
供
用

開
始
さ
れ
た
こ
と
や
、久
原
池
田

線
や
池
田
沖
田
線
の
全
線
が
県

道
認
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
期
成
会
で
は
今
後
も
協
力

し
、国
道
34
号
の
渋
滞
緩
和
や

幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
を
目

指
し
て
、国
や
県
に
対
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

5/17
国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線

道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会

大

5/26

　
　
田
謹
吾
少
年
の
銅
像
建
立

　
　
25
周
年
を
記
念
し
て
、松
本

市
長
、辻
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

姉
妹
都
市
の
秋
田
県
仙
北
市
側
か

ら
は
門
脇
光
浩
市
長
、佐
藤
峯
夫

市
議
会
議
長
な
ど
が
参
加
し
て
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
銅
像
は
、戊
辰
戦
争
で
大

村
藩
か
ら
出
兵
し
戦
死
し
た
濱

田
謹
吾
少
年
な
ど
の
戦
没
者
を

慰
霊
す
る
た
め
昭
和
61
年
に
建

て
ら
れ
、こ
の
歴
史
的
背
景
が
縁

で
、市
は
角
館
町（
現
仙
北
市
）と

姉
妹
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、今
後
ま

す
ま
す
の
交
流
と
親
善
を
深
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
朽
化
し
た
旧
杭
出
津
送
水

　
　
ポ
ン
プ
所
の
建
て
替
え
工

事
が
完
了
し
、杭
出
津
浄
水
場

か
ら
の
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
近
年
の
少
雨
傾
向
で
、

萱
瀬
ダ
ム
の
取
水
制
限
が
頻
繁

に
行
わ
れ
、市
の
水
事
情
が
逼
迫

す
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

既
存
の
水
源
の
活
用
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
新
施
設
で
は
、安
全
な
水
を

供
給
す
る
た
め
紫
外
線
処
理
設

備
を
設
置
し
、主
に
大
村
駅
付

近
か
ら
久
原
方
面
の
地
域
に
か

け
て
、１
日
あ
た
り
２
，４
４
０
㎥

の
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

6/10濱

　
　
雨
の
時
期
を
前
に
、副
市

　
　
長
を
は
じ
め
、県
央
振
興

局
、警
察
署
、消
防
署
、消
防
団

な
ど
の
関
係
団
体
が
、市
内
の
河

川
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
雨
が
降
る
中
、郡
川
や
よ
し
川

の
改
修
工
事
現
場
を
訪
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
現
在
の
管

理
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、松
本
市
長
や

委
員
40
人
が
出
席
し
、大
村
市

防
災
会
議
が
行
わ
れ
、「
大
村
市

地
域
防
災
・
水
防
計
画
」の
主
な

改
正
点
の
審
議
や
、昨
年
度
の

災
害
実
績
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

災
害
に
対
す
る
連
携
強
化
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
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杭
出
津
浄
水
場
が
完
成

濱
田
謹
吾
銅
像
建
立

25
周
年
記
念
式
典

災
害
に
備
え
連
携
強
化

を
再
確
認

梅

ぼ
し
ん

か
く
の
だ
て

せ
ん
ぼ
く

か
ど
わ
き

さ
と
う

み
ね
お

み
つ
ひ
ろ

行 政

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
人
へ

　
８
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま

で
で
す
。新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

●
内
容

　
医
療
機
関
な
ど
で
提
示
す
る
と
、入
院
時
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
、食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。

●
対
象

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法

　
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、担
当
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、引
き
続
き
対
象

　
と
な
る
人
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。保
険
証

　
に
同
封
し
て
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
少
な
い
人
は
、世
帯（
世
帯
主
と
被
保
険
者
）

の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

●
均
等
割
の
軽
減（
年
間
の
均
等
割
額
は
４
２
，４
０
０
円
）

　
世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯
主
の
前
年
の
合
計
所

得
額
に
応
じ
、９
割
、８・５
割
、５
割
、２
割
を
減
額

●
所
得
割
の
軽
減

　
総
所
得
額
か
ら
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）を
差
し
引

い
た
額
が
58
万
円
以
下
の
場
合（
年
金
収
入
２
１
１
万

円
ま
で
）…
５
割
減
額

●
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

　
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
に
健
康
保
険（
国

民
健
康
保
険
は
除
く
）な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、

保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、あ
ら
た
め
て
手
続

　
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、分
割
納
付
な
ど

が
で
き
ま
す
の
で
、担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま

た
、失
業
や
災

害
な
ど
の
特
別

な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、減
免

の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

■
税
務
課（
内
線
１
２
５
）

●
所
得
税
、自
動
車
重
量
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

　
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
は
、税
務
署
で
手
続

き
を
行
う
と
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら

れ
、所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な

ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
。

■
諫
早
税
務
署
☎
㉒
１
３
７
０

※

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。（http://www.nta.go.jp

）

●
市
税
の
特
例

　
住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
な
ど

も
特
例
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」が
被
災
地
支
援
に

　
被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、自
治
体
を
通
じ
て

の
被
災
者
に
対
す
る
義
援
金
は「
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
へ

　
の
義
援
金
も
同
様
で
す
。

※
詳
し
く
は
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
が
必
要
な
人
へ

　
市
国
保
加
入
の
人（
70
歳
以
上
は
非
課
税
世
帯

の
人
の
み
）で
、８
月
１
日
以
降
も「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
必
要
な
人
は
、更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
持
参
品
　
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
現
在
使
用
中
の
認
定
証
　
・
印
か
ん

・
入
院
期
間
が
わ
か
る
領
収
書
な
ど（
住
民
税
非

　
課
税
世
帯
で
長
期
入
院
中
の
人
）

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
９
）

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
０
）

　
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
５（
８
１
６
）３
９
３
０

（
http://w

w
w
.soum

u.go.jp）

ひ
っ
ぱ
く

ひ
ん
ぱ
ん
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